






















要約 小児虐待のハイリスク因子を明かにするため、全国の小児科を対象とした被虐待児

継続調査資料中、未熟児症例 87 について解析した。未熟児は 43,O%を占め、46.0%が 0-1

歳に集中し 75.8%が極小未熟児や先天性疾患合併、28.9%が 4 歳以上で 86.4%が精神発達遅

滞や SFD で、殆どの患児は未熟児出生と関連した育児上間題となる要因を有していた。こ

れらの未熟児は、経済的に不安定な家庭や孤立した家庭で、神経症や性格異常の親の育児

ノイローゼを引き起こして身体的暴行を受けたり、精神病、アル中、知能低下、生育歴問

題、育児知識欠如、親の自覚欠如、妊娠を望まなかった、等の親から養育拒否や身体的暴

行を受けたと推定され為保健・医療機関は、妊娠・出産・未熟児医療・退院後の継続医療

の過程で、これらの虐待ハイリスク未熟児・家庭に留意すべきである。


